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令和１０年度 情報学部情報科学科 ３年次編入学試験 

選抜方法の変更について 

 

 情報学部情報科学科では、令和１０年度３年次編入学試験（令和１０年４月入学）から、

推薦入試および一般入試の選抜方法を下記の通り変更します。 

 

● 推薦入試 

◆ 選抜方法 

令和９年度 令和１０年度 

出願書類の審査、面接（口頭試問を含む）

等の結果を総合して選抜します｡ 

面接時の口頭試問では、専門教育を履修

するうえで重要である教養基礎（英語及び

数学）、計算機基礎（アルゴリズムとデータ

構造、機械語と計算機械、論理回路等）の中

から具体的な問題を用いて試問を行いま

す。そのうえで、志望動機、意欲、熱意等

を、面接を通して評価します。 

出願書類の審査、面接（口頭試問を含む）

等の結果を総合して選抜します｡ 

面接時の口頭試問では、専門教育を履修

するうえで重要である英語及び数学（微分

積分、線形代数）、アルゴリズム・プログ

ラミング（アルゴリズムとデータ構造等）

の中から具体的な問題を用いて試問を行

います。そのうえで、志望動機、意欲、熱

意等を、面接を通して評価します。 

 

● 一般入試 

◆ 選抜方法 

令和９年度 令和１０年度 

学力検査・面接（口頭試問を含む）・出願書

類の審査結果を総合して選抜します｡ 

学力検査科目の内容は、次のとおりです。 

教養基礎：英語 及び 数学（微分積分、線

形代数の中から出題） 

計算機基礎：アルゴリズムとデータ構造、

機械語と計算機械、論理回路等の中から

出題 

 教養基礎（英語及び数学）では、大学２年

次程度の学力を有しているかどうか、その

達成度を判断します。計算機基礎では、専

門教育を履修するうえで重要であるアルゴ

学力検査・面接（口頭試問を含む）・出願書

類の審査結果を総合して選抜します。 

学力検査科目の内容は、次のとおりです。 

英語（外部試験）：指定の英語外部試験に

よる評価（※）（試験当日の筆記試験は行

いません） 

数学：微分積分、線形代数の中から出題 

アルゴリズム・プログラミング：アルゴリ

ズムとデータ構造等から出題 

 英語（外部試験）および数学では、大学 2

年次程度の学力を有しているかどうか、そ

の達成度を判断します。アルゴリズム・プ



リズムとデータ構造、機械語と計算機械、

論理回路等の基礎知識を問い、その基礎的

知識の達成度を判断します。面接では、主

に志望動機、意欲、熱意等を評価します。口

頭試問では、筆記試験の内容を受けてさら

に関連知識についての試問を行います。 

ログラミングでは、専門教育を履修するう

えで重要であるアルゴリズムとデータ構造

等の基礎知識を問い、その基礎的知識の達

成度を判断します。面接では、主に志望動

機、意欲、熱意等を評価します。口頭試問で

は、学力検査の内容を受けてさらに関連知

識についての試問を行います。 

（※）英語（外部試験）は、「TOEIC® 

Listening and Reading Test」、「TOEFL iBT 

Test®」、「IELTS(Academic Module)」の試験

のいずれかの結果により審査します。各外

部試験は出願開始日から数えて 2 年以内に

実施されたものを有効とします。TOEIC® IP 

Test の成績も利用できますが、TOEIC® IP 

Test （オンライン）の成績、および TOEFL 

ITP® Test の成績は利用できません。なお，

外部試験の結果は、試験の実施団体が示す

各試験と The Common European Framework 

of Reference for Languages (CEFR)の対応

表を参考に審査します。 

 


